
自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
で
守
る

た
め
に
結
成
す
る
「
自
主
防
災
組
織
（
自

主
防
）」
は
、
地
域
の
防
災
力
向
上
や
災

害
時
の
対
応
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。

能
登
町
は
今
後
、
自
主
防
の
設
立
を
推

進
し
て
い
く
。
そ
の
参
考
と
す
る
た
め
、

今
年
立
ち
上
が
っ
た
珠
洲
市
三
崎
町
の

自
主
防
を
取
材
。
設
立
の
経
緯
や
活
動

な
ど
を
聞
い
た
。

　「東日本大震災」は、日本全国の防災
体制に教訓を残した大災害です。その一
つが、自主防災組織の大切さを再認識さ
せられたことです。
　自主防災組織とは、地域住民が自主的
に組織し、地域防災活動を実施する組織
を言います。今回の「東日本大震災」で
は、なかなか公的支援が最前線へ届かな
い中、自主防災組織が活躍したという話
を聞いています。
　能登町は地域のつながりが強い地域で
あり、何かあったときにはみんなが集ま
り協力し合うという習慣があります。能
登半島地震の際も、輪島市であれだけ家

屋が倒壊しながら、地域のつながりが被
害を最小限にしました。
　しかし、大きな災害ではみんなが被災
者になります。地域での組織化、訓練、
学習などの活動が、災害時の混乱を防ぎ、
被害を最小限に食い止めるのです。
　町は、自主防災組織の組織化向上に向
けて「自主防災組織育成補助事業」を立
ち上げました。この事業は自主防災組織
の組織化、必要資機材などの整備などに
対して補助し、活動に対して行政が指導
していくという事業です。自主防災組織
の大切さを理解していただき、地域から
の積極的な取り組みに期待します。

地
域
を
守
る
の
は
、地
域

被
害
を
減
ら
す
「
減
災
」
の
鍵
は
、
自
主
防
災
組
織

俺
ら
を
助
け
て
く
れ

　
「
区
長
の
理
解
と
地
区
住
民
の
協

力
が
な
け
れ
ば
自
主
防
は
絶
対
に
で

き
な
い
」
と
話
す
奥
濱
さ
ん
。
昨
年

防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
、
三
崎
町

で
二
人
目
の
防
災
士
と
な
っ
た
。

　
「
何
か
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
も
、

二
人
で
は
三
崎
全
体
を
ま
か
な
え
な

い
。悩
ん
で
区
長
に
相
談
し
た
ら『
ま

ず
は
自
分
の
集
落
か
ら
や
れ
ば
ど
う

や
。
責
任
は
俺
が
取
る
か
ら
や
っ
て

み
ろ
』
と
言
っ
て
く
れ
た
」
と
自
主

防
設
立
の
き
っ
か
け
を
語
る
。

　

3
月
6
日
に
寺
家
下
出
区
の
常
会

で
説
明
し
承
諾
を
受
け
た
。

　
「
年
配
の
人
に
は
『
そ
こ
ま
で
や

ら
な
く
て
も
』
と
言
う
人
も
い
た
。

で
も
3
月
11
日
の
あ
と
は
、『
お
ま

え
の
言
う
こ
と
は
正
し
か
っ
た
。
年

取
っ
て
協
力
で
き
ん
け
ど
、
指
示
に

従
う
か
ら
俺
ら
を
助
け
て
く
れ
』
と

言
わ
れ
た
」
と
振
り
返
る
。

　

6
月
、区
長
を
本
部
長
と
す
る『
下

出
自
主
防
災
組
織
』を
立
ち
上
げ
た
。

メ
ン
バ
ー
は
地
区
住
民
１
０
５
人
の

う
ち
30
人
。
38
世
帯
を
4
班
に
分
け

て
、
役
割
分
担
を
決
め
た
。

訓
練
で
見
え
て
く
る
課
題

　

7
月
17
日
に
は
、
珠
洲
市
の
津
波

警
報
訓
練
に
合
わ
せ
て
初
め
て
の
避

難
訓
練
を
実
施
し
た
。

　
「
荒
れ
て
歩
き
に
く
い
避
難
路
、

避
難
場
所
の
選
定
、
歩
行
困
難
者
を

ど
う
す
る
か
な
ど
、
実
際
に
や
っ
て

み
て
、課
題
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
。

　

こ
の
地
域
の
合
言
葉
は
『
何
か

あ
っ
た
ら
集
会
所
』。
市
が
指
定
す

る
神
社
で
は
な
く
、
電
気
と
ガ
ス
が

確
保
で
き
る
集
会
所
に
避
難
す
る
こ

と
を
決
め
た
。
断
水
し
た
場
合
の
水

は
、
全
世
帯
を
調
べ
て
使
え
る
井
戸

を
二
つ
確
保
し
た
。
市
に
非
常
食
を

備
蓄
し
た
い
と
お
願
い
も
し
て
い

る
。
集
会
所
ま
で
来
れ
ば
、
数
日
は

生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
る
」

き
っ
か
け
を
防
災
士
が
作
る

　
「
自
主
防
の
メ
ン
バ
ー
で
何
度
も

話
し
合
い
な
が
ら
、
災
害
時
の
約
束

事
を
い
ろ
い
ろ
決
め
て
い
る
。
大
切

な
こ
と
は
『
こ
れ
で
い
い
の
か
？
』

と
疑
問
に
思
う
こ
と
。
行
政
に
頼
り

切
っ
て
い
た
ら
ア
イ
デ
ア
は
出
な

い
。
自
分
た
ち
で
や
る
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
状
況
を
想
定
し
て
次
の
課
題

が
見
え
て
く
る
」
と
自
主
防
の
必
要

性
を
語
る
。
し
か
し
、
集
落
単
位
の

自
主
防
は
市
全
体
で
も
ま
だ
寺
家
下

出
区
の
み
だ
と
い
う
。

　
「
誰
か
が
や
ら
な
い
と
自
主
防
は

で
き
な
い
し
、命
を
助
け
ら
れ
な
い
。

や
る
の
は
防
災
士
し
か
い
な
い
」
と

訴
え
る
奥
濱
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
を
守
る
た
め
に
走
り
続
け
る
。

【Interview】地域の防災リーダーとなる防災士

　昨年 7月、消防団副団長の薦めで防災士講習を受
講し、今年は骨折ややけどなどの処置ができる上級救
命講習を受けました。息子も防災士となり、重年区の
防災士は二人です。できるだけ早い時期に区長と相談
し、自主防災組織を立ち上げたいと考えています。
　自主防が組織されれば、地区住民に初期消火班や救
護班など役割が分担されます。役割を持つことで、防
災への意識も変わるでしょう。地域全体の防災意識の
面からも、自主防は必要だと言えます。
　私は消防団員ですので、万が一のときには消防業務
に従事します。防災士がいなくても自主防がしっかり
と機能するよう訓練を重ね、災害時のルールを決めて
いきたいと思っています。

　東日本大震災の現状を視察して、「何か行動を起こ
さなければ」と考えていたときに防災士を養成してい
ることを知り、町や県に問い合わせて 7月に二日間
の講習会に参加しました。講習会は幅広い知識が要求
され、内容の濃い教育課程でした。
　自然災害を防ぐことは不可能だと思います。発生し
たときに被害を減らせるか、「減災」に重きを置き、
地域住民の「自助・互助・協働」を補助し、共同で地
域ぐるみの防災をリードするのが防災士の役割だと思
います。学んだ知識を、地域や町のために役立てたい
と思っています。まずは公民館下の地域の方々に説明
をして、自主防災組織の設立を目指し、町行政でも防
災士の養成に尽力したいと考えています。

早急に自主防災組織を立ち上げ、
地域の防災意識を高めたい。

防災士の知識を、地域や町のため
に役立てたい。

重年区・防災士

中山幸
ゆ き な が

永さん（48）
新保区・防災士

市濱　等さん（63）

1819

大規模災害での被害を最小限に食い止めるためには、日ごろから地域で防災活動を
展開する「自主防災組織」が不可欠。町は組織化や資機材の購入を支援していく。

能登町総務課

下野信行課長

珠洲市三崎町
下出自主防災組織・防災士

奥
お く は ま

濱勇
ゆ う し ん

信さん（61）



原
点
は
地
域
の
絆

先
進
地
に
学
ぶ
、
災
害
時
に
機
能
す
る
自
主
防
災
組
織

大
地
震
を
想
定
し
た
訓
練

　

岩
手
県
一
関
市
藤
沢
町
。
こ
こ

に
、
東
北
を
代
表
す
る
自
主
防
災
組

織
が
あ
る
。
藤
沢
町
第
24
区
自
治
会

（
１
３
０
世
帯
）
だ
。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
で
同
地
域
は
余
震
を

含
め
震
度
６
弱
を
３
度
も
観
測
し

た
。
だ
が
、
巨
大
地
震
に
備
え
８
年

も
前
か
ら
訓
練
を
繰
り
返
し
て
き
た

自
主
防
災
活
動
に
よ
っ
て
犠
牲
者
を

出
さ
ず
に
す
ん
だ
。

　

同
自
治
会
は
05
年
４
月
に
自
主
防

災
組
織
を
設
置
。
以
来
、
宮
城
県
沖

を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
災
害
を
想

定
し
た
各
種
訓
練
を
何
度
も
何
度
も

行
っ
て
き
た
。

　
「
リ
ア
ル
で
本
気
」
な
訓
練
は
、
最

後
ま
で
シ
ナ
リ
オ
を
明
か
さ
な
い
。

集
ま
っ
た
人
を
見
て
、「
あ
な
た
は

救
助
係
」「
あ
な
た
は
炊
き
出
し
係
」

と
役
割
を
決
め
て
い
く
。
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
佐
藤
幸
生
さ
ん
は「
避
難
す

る
訓
練
で
は
な
く
生
き
延
び
る
訓

練
を
し
て
い
る
。
だ
か
ら
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
本

気
だ
」
と
き
っ
ぱ
り
。
こ
こ
で
は
、

誰
が
何
の
役
割
を
与
え
ら
れ
て
も

対
応
で
き
る
こ
と
が
大
前
提
。
全
員

が
Ｃ
Ｐ
Ｒ（
心
肺
蘇

生
）を
実
践
で
き
る
。

バ
イ
ク
隊
や
レ
ス

キ
ュ
ー
隊
も
あ
る
か

ら
驚
き
だ
。

想
定
外
に
も
冷
静
に
対
応

　

３
月
11
日
の
大
震
災
で
は
電
気
、

ガ
ス
、
水
道
、
電
話
な
ど
全
て
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
。

　

地
震
発
生
後
、
自
主
防
は
地
域
の

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
を
全
て

回
っ
て
安
否
を
確
認
。
家
屋
が
損
壊

し
た
り
、
不
安
に
お
び
え
た
り
し
て

い
る
人
た
ち
を
避
難
所
へ
誘
導
し

た
。
だ
が
、
指
定
避
難
所
の
自
治
会

館
は
強
い
揺
れ
で
損
壊
し
て
お
り
、

想
定
外
の
対
応
を
迫
ら
れ
た
。

　
「
外
は
雪
が
降
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
、
隣
の
家
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を

借
り
、
暖
房
器
具
や
毛
布
を
持
ち

寄
っ
て
一
晩
過
ご
し
た
」

　

翌
日
に
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
避
難
所
を
開

設
。
電
気
が
復
旧
す
る
ま
で
の
３
日

間
、
発
電
機
と
投
光
器
で
明
か
り
を

と
り
、
米
や
野
菜
を
持
ち
寄
っ
た
。

　

沿
岸
部
へ
の
支
援
活
動
も
震
災
翌

日
か
ら
。
隣
接
す
る
宮
城
県
気
仙
沼

市
に
救
援
物
資
を
届
け
た
り
、
炊
き

出
し
を
し
た
り
し
た
。「
自
分
た
ち

も
被
災
し
て
い
る
が
、
三
陸
沿
岸
は

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
何
も
か
も

不
足
し
て
い
た
。
隣
町
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
は
、
す
ぐ
に
行
く
こ
と

だ
っ
た
」と
佐
藤
さ
ん
は
振
り
返
る
。

世
代
を
超
え
結
ば
れ
る
絆

　

同
時
広
域
的
に
発
生
す
る
大
規
模

災
害
で
は
、
消
防
や
行
政
の
支
援
の

手
が
届
く
ま
で
に
数
日
は
か
か
る
。

そ
れ
ま
で
は
自
力
で
生
き
延
び
る
し

か
な
い
。
藤
沢
町
は
同
自
治
会
だ
け

で
な
く
、
町
内
に
41
あ
る
自
主
防
災

組
織
が
住
民
の
安
否
確
認
や
避
難
誘

導
を
行
っ
た
と
い
う
。

　
「
自
主
防
は
組
織
す
る
こ
と
が
目

的
で
は
な
い
。
大
事
な
こ
と
は
、
災

害
時
に
、
そ
れ
が
確
実
に
機
能
す
る

か
ど
う
か
だ
」
と
話
す
佐
藤
さ
ん
。

そ
の
前
提
と
し
て
、「
日
頃
か
ら
隣

近
所
や
地
域
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
が
大
事
」と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

　

同
自
治
会
は
、
隣
接
す
る
３
つ

の
自
治
会
と
共
に
復
興
水
田「
が
ん

ば
っ
田
」
を
開
設
。
藤
沢
に
移
り
住

ん
だ
沿
岸
の
人
た
ち
と
田
植
え
か
ら

稲
刈
り
ま
で
を
行
っ
た
。
10
月
10
日

に
収
穫
さ
れ
た
あ
き
た
こ
ま
ち
は
約

１
ト
ン
。「
復
興
支
援
米
」
と
し
て
藤

沢
に
移
り
住
ん
だ
被
災
者
に
配
ら
れ

た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
一
緒
に
夏
祭

り
を
し
た
り
、
ホ
タ
ル
を
観
賞
し
た

り
、
地
域
の
仲
間
と
し
て
絆
を
深
め

て
い
る
。

　
「
困
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
自

分
の
こ
と
は
後
回
し
」
が
藤
沢
の
地

域
性
。
世
代
を
超
え
て
結
ば
れ
た
地

域
の「
和
」
は
互
い
の
心
に
響
き
あ

う
支
援
の「
輪
」
を
生
み
出
し
、
自
治

体
の
枠
を
超
え
た
復
興
の「
環
」
と

な
っ
て
広
が
っ
て
い
る
。

DATA【岩手県一関市藤沢町】
一関市と旧藤沢町は９月26日に合
併。面積1,256.25㎢、人口12万8571
人（10月1日現在）の新一関市が誕生
した。市の南東部に位置する藤沢町の
自主防災組織結成率は95.3%。3.11以
降は自治会や各種団体などが沿岸被
災地に出向いて継続的で連続的な支
援活動を行っている。町は約200人の
被災者を受け入れている。

８
年
も
前
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
に
備
え
て
き
た
町
が
あ
る
。

震
度
６
弱
の
激
し
い
揺
れ
に
も
犠
牲
者
を
出
さ
な
か
っ
た
岩
手
県
一
関
市
藤
沢
町
だ
。

機
動
力
抜
群
の
自
主
防
災
組
織
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
沿
岸
部
の
支
援
活
動
ま
で
行
っ
て
い
る
。

藤
沢
町
第
24
区
自
治
会
を
取
材
し
た
。

1_チェーンソーやジャッキを使って倒壊建物から住民を救助する
レスキュー隊／ 2_リヤカーを再 利用した「人 力救 急車」。自動車
が通れない場 所で負傷 者、病 人や寝たきりの人などを搬 送する
／ 3_地区内の被害状 況や安 否を確 認するバイク隊／4_炊き出
しに必 要な物資、食 材や調 味 料はみんなが 持ち寄った。手分け
して 80 人分の食事を準備／ 5_復 興水田「がんばっ田」の田植え
／ 6_被 災者と一 緒にホタルを鑑賞。神秘的な光が心をいやした

1

訓練は「命を守るため」にある。にもかかわらず、多くの防
災訓練は、あらかじめ想定が周知され、役割や行動が決め
られている。分刻みで設定されたシナリオ通りに進められ
ている。東日本大震災では「想定外」という言葉が何度も
使われたが、もともと災害にシナリオなどない。リーダー
が不在でも機能する自主防災組織、どんな状況であっても
対応できる自主防災活動が不可欠だ。そのためには、普段
から「何ができて、何ができないのか」を知っていなけれ
ばならない。無駄のない訓練ほど無駄である。無駄なこと
を繰り返すことで、本当に必要なことが見えてくるからだ。

第
24
区
自
治
会
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

佐
藤
幸
生
さ
ん

無
駄
の
な
い
訓
練
ほ
ど

無
駄
な
も
の
は
な
い
。

5 4 3

6
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●
取
材
協
力　
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具
体
的
な
備
え
は
。

―
能
登
町
48
㌔
の
海
岸
線
全
て
に
高

い
防
波
堤
を
作
る
こ
と
は
現
実
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
避
難
場
所
や

避
難
路
、
避
難
看
板
な
ど
の
見
直
し

と
整
備
を
行
い
、
国
や
県
の
新
た
な

指
針
に
合
わ
せ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
ま
す
。
備
蓄
品
の
保
管
場

所
や
種
類
の
見
直
し
も
進
め
て
い
ま

す
。
避
難
所
に
避
難
し
た
住
民
が
、

72
時
間
（
３
日
間
）
生
き
延
び
ら
れ

る
体
制
を
早
急
に
構
築
し
ま
す
。

　

町
が
避
難
路
を
整
備
し
て
も
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
通
行
で
き
な
い
状

態
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
地

域
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

今
後
は
自
主
防
災
組
織
と
防
災
士
の

育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
に
は
高
い
防
災
意
識
と
知
識

を
持
っ
た
消
防
団
員
も
い
ま
す
。
災

害
発
生
時
の
役
割
は
違
い
ま
す
が
、

防
災
士
が
増
え
る
ま
で
は
自
主
防
の

立
ち
上
げ
な
ど
で
地
域
の
中
心
的
役

割
を
担
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

防
災
総
合
訓
練
を
振
り
返
っ
て
。

―
各
地
区
の
避
難
訓
練
に
は
多
く
の

住
民
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
避

難
路
と
避
難
時
間
を
確
認
す
る
だ
け

で
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
役
に
立
ち

ま
す
。
今
後
は
大
規
模
訓
練
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
単
位
で
住
民
が
参
加

し
や
す
い
形
も
検
討
し
ま
す
。

　

防
災
体
制
を
強
化
し
て
い
く
た
め

に
は
、
訓
練
を
し
て
終
わ
り
で
は
な

く
、
そ
の
内
容
を
十
分
検
証
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

災
害
に
備
え
る
自
治
体
の
使
命
は
。

―
私
は
常
々
「
教
育
」「
福
祉
」「
防

災
」
が
自
治
体
の
使
命
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
は
よ
り
防
災
に
力
を

入
れ
、
大
規
模
災
害
に
備
え
て
い
き

ま
す
。
そ
れ
は
数
百
年
後
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
取
り
組
み
は
決
し
て
無

駄
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
治
体
と
し

て
必
要
な
こ
と
を
し
っ
か
り
と
や
り

な
が
ら
、
地
域
住
民
の
自
主
的
な
防

災
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
小
木
中
学
校
で
取
り
組
ん

で
く
れ
て
い
る
防
災
教
育
は
、「
教

育
」
と
「
防
災
」
を
結
び
つ
け
て
子

ど
も
の
命
を
守
り
、
家
庭
や
地
域
の

防
災
意
識
を
高
め
る
一
つ
の
モ
デ
ル

と
な
り
ま
す
。
ほ
か
の
学
校
で
も
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
教
育

委
員
会
や
防
災
担
当
課
と
共
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

被
災
地
を
視
察
し
た
感
想
は
。

―
8
月
16
日
か
ら
3
日
間
、
宮
城
県

女
川
町
な
ど
を
視
察
し
て
き
ま
し

た
。
現
地
で
は
、
映
像
で
見
る
だ
け

で
は
伝
わ
ら
な
い
津
波
の
威
力
の
す

さ
ま
じ
さ
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
防
災
は
、
主
に
地
震

や
台
風
な
ど
を
想
定
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
は
津
波
も
想
定
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
震
で
あ
れ
ば
家

や
道
路
が
局
地
的
に
壊
れ
る
だ
け
で

す
が
、
津
波
は
全
て
を
流
し
て
し
ま

い
ま
す
。
海
岸
線
の
道
路
が
使
え
な

く
な
る
場
合
に
備
え
、
内
陸
か
ら
物

資
を
運
ぶ
道
路
網
を
整
備
す
る
な

ど
、
津
波
被
害
を
想
定
し
た
町
づ
く

り
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
３
・
11
を
忘
れ
る
な
―
。

　
「
能
登
町
防
災
総
合
訓
練
」
は
10

月
16
日
、
宇
出
津
新
港
を
主
会
場
に

能
登
町
一
円
で
開
催
さ
れ
た
。

　

能
登
半
島
沖
を
震
源
と
す
る
震
度

６
強
の
地
震
が
発
生
。
沿
岸
部
に
は

30
分
後
に
５
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
到

来
す
る
と
想
定
さ
れ
た
。

　

宇
出
津
新
港
で
は
、
町
内
30
の
関

係
機
関
や
地
域
住
民
ら
約
５
０
０
人

が
参
加
。
炊
き
出
し
訓
練
や
火
災
防

御
訓
練
、
救
出
訓
練
な
ど
、
災
害
時

の
備
え
や
対
応
な
ど
を
確
認
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
東
日
本
大
震

災
を
踏
ま
え
て
、
沿
岸
部
を
中
心
に

津
波
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。
午

前
7
時
30
分
に
大
津
波
警
報
が
発
令

さ
れ
た
と
仮
定
し
、
地
域
住
民
が
避

難
経
路
を
確
認
し
な
が
ら
高
台
の
避

難
所
へ
避
難
。
集
計
を
取
っ
た
8
カ

所
で
は
５
４
５
人
が
集
ま
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
カ
月
が
経

過
し
た
。私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、

災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
訓
練
で
得
た
高
い
防
災
意
識
を

継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ
。

命
を
守
る
使
命

【左】能登高校生、婦人会、
役場職員、地域住民らによ
る初期消火訓練。すばやく
バケツをリレーするには知
識と訓練が必要。消防職員
や女性防火クラブ員らが指
導した。

【右】ポンプ車による放水体験
訓練。能登高校生や地域住民ら
が、消防職員の指導を受けなが
ら普段体験できない放水を体験
した。

【右】土のう作成・土
の う 積 み 訓 練 で は、
消防団員・役場職員・
地域住民らが協力し
て 土 の う を 作 成。 浸
水を想定して積み上
げられた。

【左】中層ビルでの建物火災
消火訓練。消防署員が迅速に
ビルに駆け上がり消火活動を
行った。ビルの周りでは、延
焼を防ぐために消防団員が放
水作業を実施した。

【写真】AED 取扱訓練で、消防職員の
指導を受けながら心肺蘇生法を体験す
る能登高校生。

大規模災害に備える

自治体の使命
災害発生時、自治体の責任者として災害対策本部長を務め
る持木一茂町長。大規模災害に備える自治体の使命は何か。
町の防災体制の再構築はどうなるのかを聞いた。

災
害
に
強
い
町
へ
―
。
住
民
参
加
の
町
防
災
総
合
訓
練

能登町長

持木一茂
2223
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心
が
変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ
る
。

防
災
も
心
か
ら
。

ま
ず
は
心
の
防
波
堤
を
高
く
し
よ
う
。

か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め
に
―
。

【写真】10月 16 日、小木地区避難訓練で小木中学校に避難する地域住民

　「
津
波
襲
来
時
、
逃
げ
遅
れ
た
高

齢
者
を
助
け
に
行
っ
た
多
く
の
消
防

団
員
が
津
波
に
巻
き
込
ま
れ
た
」

　

東
日
本
大
震
災
が
突
き
つ
け
る
一

つ
の
事
実
。

　

自
分
が
避
難
し
な
い
こ
と
で
、
ほ

か
の
人
の
命
ま
で
奪
う
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
す
ぐ
に
避
難
す
れ

ば
、
多
く
の
命
が
助
か
る
か
も
し
れ

な
い
―
。

　

津
波
避
難
は
、
自
分
一
人
の
問
題

で
は
な
い
の
だ
。

　
「
揺
れ
た
ら
逃
げ
る
」
を
、
家
庭

や
地
域
の
合
言
葉
に
し
よ
う
。
逃
げ

て
も
津
波
は
来
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
時
は
「
津
波
が
来
な
く
て

良
か
っ
た
」「
良
い
避
難
訓
練
に
な
っ

た
ね
」
と
笑
え
ば
い
い
。

　
『
居
安
思
危
（
こ
あ
ん
し
き
）』
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。

　
「
安
き
に
あ
り
て
危あ
や

う
き
を
思
う
」

　

何
も
な
い
平
穏
な
時
こ
そ
、
危
難

を
思
い
備
え
を
忘
れ
な
い
と
い
う
意

味
。
防
災
の
心
は
『
居
安
思
危
』
と

言
わ
れ
る
。

　

大
切
な
こ
と
は
「
心
」
を
変
え
る

こ
と
だ
。

心
が
変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ
る
。

行
動
が
変
わ
れ
ば
習
慣
が
変
わ
る
。

習
慣
が
変
わ
れ
ば
人
格
が
変
わ
る
。

人
格
が
変
わ
れ
ば
運
命
が
変
わ
る
。

　

防
災
も
心
か
ら
は
じ
ま
る
。

　

ま
ず
は
自
分
を
守
れ
る
か
。
そ
し

て
家
族
を
守
れ
る
か
を
考
え
る
。

　

子
ど
も
だ
け
で
留
守
番
を
し
て
い

る
と
き
に
地
震
が
来
た
ら
、
親
が
迎

え
に
来
る
ま
で
家
で
待
つ
の
か
、
子

ど
も
だ
け
で
避
難
す
る
の
か
。
家
庭

で
話
し
合
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

ら
、
子
ど
も
は
家
で
親
を
待
つ
か
も

し
れ
な
い
。
高
齢
者
だ
け
の
場
合
も

同
じ
だ
。

　
「
子
ど
も
は
必
ず
避
難
所
に
逃
げ

て
い
る
」
と
確
信
で
き
る
ま
で
家
族

で
話
し
合
お
う
。「
親
も
必
ず
避
難

し
て
、
絶
対
に
迎
え
に
来
る
」
と
安

心
さ
せ
よ
う
。

　
『
津
波
て
ん
で
ん
こ
』
は
、
家
族

の
絆
が
あ
っ
て
こ
そ
の
言
葉
で
あ

り
、
東
北
地
方
が
教
え
て
く
れ
た
生

き
抜
く
た
め
の
知
恵
だ
。

　

今
日
か
ら
、
心
の
防
波
堤
を
高
く

し
よ
う
。
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守

る
た
め
に
―
。
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